
地域で、子育てのお手伝いをしたり、
悩んでいるお母さん、お父さんの
相談にのる活動や、

障がいのある人が、まちで幸せに暮らせ
るお手伝いをする活動や、

地域で、１人暮らしや寝たきりの高齢者
に、栄養の整った食事を届ける活動や、

地域に住むみんなが「安心・安全」に
暮らすための活動や、

共同募金は、地域をつくる市民を応援していきます。

《特集》  世界と目指そうSDGs
《うぉろ君の気にな～るゼミナール》  

「アクティブ・ラーニング」って？
《実録・市民活動「私のいちばん長い日」》

現場に立つ　現場から学ぶ　
小野田 全宏 （特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会　常務理事）

《東日本大震災・大槌町発～現地から伝える「被災地の今」》

人が成長する“きっかけ”を産業に
神谷 未生（一般社団法人おらが大槌夢広場　事務局長）

《V時評》

１．生活支援サービスの意味するもの
２．共謀罪の本質は「監視」への欲求
《続・マーケティングは愛だ　ドクター長浜と悩めるNPO》 

ＮＰＯの立ち上げは顧客のニーズ把握から！
長浜 洋二（株式会社PubliCo　代表取締役CEO）

《現場は語る　～コーディネートの現場から》

病院でのボランティア受け入れと現状
～緩和ケア病棟を中心に～
長野 晶子（姫路聖マリア病院　ボランティアコーディネーター）　

《市民活動の暦（こよみ）～6月、7月にあったこと 》 

20年前……
「地雷廃絶日本キャンペーン」結成
《U35》 
デザインで社会を変える。
みんなで一緒に考えることで、想いがカタチになる
西川 亮さん（NPO法人Co.to.hana　代表理事）　

《この人に》 

藤田 孝典さん
（特定非営利活動法人ほっとプラス　代表理事） 

《アゴラ／シネマ／ライブラリー》

「パスレル保谷」／『まなぶ 通信制中学
 60年の空白を越えて』／書籍紹介
《傍聴カフェ～裁判からみえる社会》 

ケースNo.１「介護殺人未遂」

  ① 

  ⑪   ㉑ 

  ⑫ 
  ㉒ 

  ⑬ 

  ㉔ 
  ⑭ 

  ㉖ 
  ⑯ 

  ⑱
  ㉘ 

市民活動総合情報誌／ボランティア・NPOをもう一歩深く

地域のいろいろな活動のために役立てられます。

●共同募金会では、今年の重要配分テーマを『障がい者（児）の福祉の増進』
とし、障がい者（児）を支援する事業に対して積極的に助成いたします。ま
た、従来どおり、社会的課題を解決するための事業や社会福祉制度の「はざ
ま」となる事業、先駆的・開拓的な事業など幅広い民間社会福祉事業、地域
に根ざしたさまざまな福祉活動の支援を行ってまいります。
●国内で大きな災害が発生した時は、共同募金は都道府県域を超えて、被災地
で被災した人たちを助ける活動の支援も行います。
●寄付金には、税の特典があります。会社など法人の寄付金は、全額損金算入
できます。個人の寄付金は、所得税の所得控除または税額控除、住民税の
税額控除の対象になります。
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【特集チーム】
芝崎 美世子、神野 武美、永井 美佳、早瀬 昇、
増田 宏幸、百瀬 真友美、山本 佳史

【協力】
新田 英理子（日本NPOセンター SDGs事業プロデューサー、
SDGs市民社会ネットワーク 地域連携コーディネーター）

特集
2015年9月に国連で採択されたSDGs(持続可能
な開発目標)。自分たちの活動に「どう結びつくの？」
と戸惑う団体が多いかもしれないが、制定に至る道
筋には世界の市民活動家の構想や努力があった。本
特集ではSDGsの歩みや内容、日本の市民活動に
とってヒントとなる取り組みを紹介し、SDGsがもた
らすインパクトと可能性を展望したい。

●SDGs市民社会ネットワーク主催勉強会
　2015年9月以前からSDGsに関して活動しているNPO/NGOのネットワークが、2017年2月末に一般社団
法人SDGs市民社会ネットワークを設立。7月の総会時に、SDGsの現状の最新情報やこれから取り組むNPO
／NGO向けのオープンな勉強会を併催する。
　［開催日］2017年7月31日（月）　　［開催場所］東京ウィメンズプラザ（渋谷区）

●『SDGs基本解説（ガイドブック）』
　SDGs市民社会ネットワーク発行　2017年7月末発行予定　予価1,000円

いずれも、詳細はhttp://www.sdgscampaign.net/で随時案内。
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体験記
青は「経済成長」、緑は「環境」、黄は「社会」を意味する。
3色の意味は「世界の状況メーター」や「意思」のカードも共通している

次はどのプロジェクトを実行するかを
思案する参加者

　

Ｓ
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
は
２
０
３
０
年
を
達
成
期
限
と
す

る
17
の
目
標
（
Ｐ
４
参
照
）
と
、そ
の
評
価
指
標

を
持
つ
包
括
的
な
行
動
目
標
で
あ
る
。
主
に

途
上
国
を
対
象
と
し
て
い
た
Ｍ

エ
ム
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ（
注
）（
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
）
の
後
継
的
な
位
置
づ

け
で
も
あ
る
た
め
、
国
内
で
活
動
す
る
団
体

に
は
や
や
遠
い
存
在
か
も
し
れ
な
い
が
、
掲
げ

ら
れ
た
目
標
は
日
本
を
含
む
先
進
国
で
も
有

効
だ
。

　

そ
ん
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
至
る
道
の
り

を
疑
似
体
験
す
る
「
２ニ
イ
ゼ
ロ
サ
ン
ゼ
ロ

０
３
０ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

と
い
う
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
が
あ
る
。
一
般
社
団

法
人
イ
マ
コ
コ
ラ
ボ
が
株
式
会
社
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
デ
ザ
イ
ン
と
共
同
開
発
し
た
も
の
で
、
研
修

を
受
け
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
貸
し
出
さ
れ

て
い
る
。
大
阪
市
内
で
４
月
22
日
、
ウ
ォ
ロ
編

集
委
員
の
山
本
佳
史
・
一
般
社
団
法
人
ソ
ー

シ
ャ
ル
ギ
ル
ド
代
表
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
企
業
の
関
係
者
、
ウ
ォ
ロ
編
集

委
員
ら
15
人
が
13
組
に
分
か
れ
て
こ
の
ゲ
ー

ム
に
参
加
し
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
目
標
を
達
成

す
る
に
は
市
民
や
企
業
は
何
を
す
る
べ
き
な

の
か
」
を
考
え
た
。

取
引
は
何
で
も
自
由

　

ゲ
ー
ム
の
手
順
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。
13
組
の
各
机
の
上
に
、
あ
ら
か
じ
め

お
金
カ
ー
ド
５
枚
（
計
５
０
０
Ｇ
）、
時
間

カ
ー
ド
12
枚
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
カ
ー
ド
３
枚

が
配
布
さ
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
カ
ー
ド
は
青

（
経
済
成
長
）・
緑
（
環
境
）・
黄
（
社
会
）
の

３
種
類
。
カ
ー
ド
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
目

標
に
関
係
す
る
、
例
え
ば
「
国
際
交
流
の
機

会
増
加
」（
黄
、
目
標
17
）
と
い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
名
と
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
「
世
界
の

状
況
メ
ー
タ
ー
」（
当
初
は
青
・
緑
・
黄
三
つ

ず
つ
）、「
使
う
モ
ノ
」（
お
金
と
時
間
）、「
も

ら
え
る
モ
ノ
」（
お
金
、
時
間
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
カ
ー
ド
、
意
思
）、
そ
れ
が
も
た
ら
す
「
世

界
の
状
況
メ
ー
タ
ー
の
変
化
量
」
が
数
字
で

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
は
、
条
件
を

ク
リ
ア
し
た
カ
ー
ド
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に

持
っ
て
い
き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
す
る
こ

と
で
、
下
記
の
「
も
ら
え
る
モ
ノ
」
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

・
お
金
と
時
間
（
増
え
る
場
合
も
減
る
場

　
　

合
も
あ
る
）

　

・
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
カ
ー
ド

　

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
に
よ
る
青
・
緑
・
黄

　
　

の
３
種
類
の
「
意
思
カ
ー
ド
」

　

ま
た
実
行
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応
じ

て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
を
10
と
し
て
示

し
た
会
場
共
通
の
指
標
「
世
界
の
状
況
メ
ー

タ
ー
」
が
刻
々
と
変
化
す
る
。
例
え
ば
、「
農

業
で
の
水
資
源
の
効
率
的
な
活
用
実
現
」

（
緑
、
目
標
12
）
は
「
世
界
の
状
況
メ
ー
タ
ー

の
青
が
三
つ
以
上
」
が
条
件
で
あ
る
。
そ
れ
が

満
た
さ
れ
た
上
で
、
お
金
５
０
０
Ｇ
と
時
間

３
枚
を
使
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
す
る
と
、

お
金
３
０
０
Ｇ
が
戻
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
カ
ー

ド
（
青
）
１
枚
と
意
思
カ
ー
ド
（
緑
）
１
枚

を
も
ら
え
て
、
時
間
カ
ー
ド
は
も
ら
え
な
い
。

（
注
）
極
度
の
貧
困
と
飢
餓
の
撲
滅
な
ど
，
２
０
１
５
年
ま
で
に
国
際
社
会
が
達
成
す
べ
き
８
つ
の
目
標
を
掲
げ
た
も
の
。

２
０
０
０
年
に
開
か
れ
た
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
を
基
に
作
成
さ
れ
た
。
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寄付が決まって思わずにっこり

ゴ
ー
ル
を
達
成
し
た
芝
崎
さ
ん
は
、
手
元
に

残
っ
た
８
０
０
Ｇ
の
活
用
を
考
え
始
め
た
。

一
方
、
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
職
員
の
岡

村
こ
ず
恵
さ
ん
は
お
金
が
１
０
０
Ｇ
し
か
な

く
、
６
０
０
Ｇ
が
必
要
な
「
国
際
ル
ー
ル
の
制

定
」（
黄
、
目
標
16
）
の
達
成
に
苦
慮
し
て
い

た
。
そ
の
姿
を
見
た
芝
崎
さ
ん
は
、
５
０
０

Ｇ
の
寄
付
を
申
し
出
た
。
そ
の
隣
で
は
、
参

加
者
た
ち
が
、
十
数
枚
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
カ
ー

ド
が
置
か
れ
た
一
つ
の
机
を
取
り
囲
み
、

カ
ー
ド
の
交
換
、
寄
付
、
貸
し
借
り
が
活
発
な

「
市
場
」
の
よ
う
な
様
相
に
な
っ
た
。
後
半

終
了
時
、「
豊
か
さ
」
の
指
標
と
言
え
る
「
世

界
の
状
況
メ
ー
タ
ー
」
の
青
は
16
か
ら
12
に

減
っ
た
も
の
の
、
緑
は
２
か
ら
11
へ
、
黄
は
１

か
ら
15
へ
と
劇
的
に
増
加
し
た
。

「
市
場
」
が
で
き
て
見
え
る
化
が
進
む

　

参
加
者
も
後
半
は
、「
世
界
の
状
況
メ
ー

タ
ー
」
の
動
き
に
気
を
配
り
、
足
り
な
い
も
の

を
ど
う
補
う
か
、
余
っ
て
い
る
も
の
を
ど
う
使

う
か
、
と
い
う
意
識
に
変
わ
り
、「
ゴ
ー
ル『
環

境
保
護
の
闘
士
』の
た
め
に
緑
の
意
思
カ
ー
ド

を
10
枚
集
め
た
が
、
早
々
に
お
金
と
時
間
を

使
い
果
た
し
た
。
そ
れ
ら
の
寄
付
を
募
る
市

場
が
自
然
に
で
き
た
」「
市
場
が
立
つ
よ
う
に

な
り
『
見
え
る
化
』
す
る
こ
と
が
大
事
」
な
ど

の
声
が
上
が
っ
た
。

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
特

か
ら
３
に
増
加
し
、
意
思
カ
ー
ド
青
も
獲
得

し
た
。
た
だ
、「
世
界
の
状
況
メ
ー
タ
ー
」

は
、
青
が
一
つ
増
え
、
黄
は
二
つ
減
っ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
カ
ー
ド
は
い
ず
れ
も
現
実
の

世
界
を
参
考
に
し
た
も
の
。「
認
証
木
材
の

活
用
」（
緑
、
目
標
15
）
に
よ
る
世
界
の
状
況

変
化
は
青
と
緑
が
各
１
の
プ
ラ
ス
の
み
の
変

化
だ
が
、「
大
規
模
農
場
の
開
発
」（
青
、
目

標
２
）
は
青
が
プ
ラ
ス
１
で
緑
と
黄
が
マ
イ
ナ

ス
１
。「
長
時
間
労
働
の
見
直
し
」（
青
、
目

標
８
）
は
青
が
マ
イ
ナ
ス
１
で
黄
が
プ
ラ
ス
１

な
ど
、
状
況
の
変
化
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り

多
様
で
あ
る
。

前
半
と
後
半
で
行
動
パ
タ
ー
ン
が
一
変

　

ゲ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
各
組
は
、

自
分
の
ゴ
ー
ル
に
集
中
し
、「
世
界
の
状
況

メ
ー
タ
ー
」
の
動
き
も
気
に
し
な
い
で
、
ゴ
ー

ル
に
必
要
な
カ
ー
ド
を
増
や
そ
う
と
必
死
。

そ
の
結
果
、
前
半
は
、
13
組
中
12
組
が
ゴ
ー

ル
に
到
達
し
た
も
の
の
、「
世
界
の
状
況
」
は

青
16
、
緑
２
、
黄
１
と
極
端
に
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
な
状
態
に
陥
っ
た
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は

「
経
済
は
絶
好
調
だ
が
、
環
境
は
Ｃ
Ｏ
２
が

増
加
し
、
生
態
系
へ
の
影
響
も
深
刻
。
社
会

は
、
大
規
模
紛
争
が
起
き
か
ね
な
い
危
機
的

状
態
」
と
前
半
を
総
括
し
た
。

　

後
半
、
参
加
者
の
行
動
パ
タ
ー
ン
は
一

変
し
た
。
前
半
で
時
間
カ
ー
ド
を
確
保
し

ファシリテーターにプロジェクトカードとお金や時間を渡して「プロジェ
クトを実施」する参加者。プロジェクトに応じて「もらえるモノ」が決ま
る。うしろのホワイトボードは「世界の状況メーター」

特集

　

ま
た
各
組
同
士
の
取
引
は
、
カ
ー
ド
の
交

換
、
お
金
や
時
間
の
寄
付
、
貸
し
借
り
な
ど

は
何
で
も
自
由
と
設
定
さ
れ
て
お
り
、
交
渉

に
よ
っ
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
こ
と
も
で
き
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
プ
ラ
ス
面
も

マ
イ
ナ
ス
面
も

　

ウ
ォ
ロ
編
集
委
員
の
芝
崎
美
世
子
さ
ん

は
ゴ
ー
ル
が
「
悠
々
自
適
」。
ゲ
ー
ム
開
始

後
、「
子
ど
も
を
労
働
力
と
し
て
利
用
す
る
」

（
青
、
目
標
８
）
の
カ
ー
ド
を
切
っ
た
。「
児

童
労
働
の
利
用
は
問
題
の
あ
る
利
己
的
選

択
」
と
思
っ
た
が
、
緑
や
黄
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

カ
ー
ド
の
多
く
は
、
時
間
カ
ー
ド
を
も
ら
え

な
い
た
め
、「
時
間
を
減
ら
し
た
く
な
い
」
と

い
う
計
算
が
働
い
た
。
実
行
す
る
と
、
お
金

は
３
０
０
Ｇ
か
ら
５
０
０
Ｇ
に
、
時
間
も
１

「
世
界
の
状
況
メ
ー
タ
ー
」
の
緑
は
、
一
つ
増

え
る
…
…
と
い
う
具
合
だ
。
各
数
値
は
あ
く

ま
で
ゲ
ー
ム
作
成
者
が
考
え
た
も
の
で
想
定

に
す
ぎ
な
い
が
、
ゲ
ー
ム
体
験
を
通
じ
て
、
世

界
で
起
き
て
い
る
こ
と
や
様
々
な
取
り
組
み
が

相
互
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
、
模
擬
的
に
考

え
る
機
会
と
な
る
。

　

各
組
に
は
、
ゲ
ー
ム
終
了
時
の
ゴ
ー
ル
条

件
と
し
て
「
大
い
な
る
富
」（
１
２
０
０
Ｇ
以

上
）、「
悠
々
自
適
」（
時
間
カ
ー
ド
15
枚
以

上
）、「
貧
困
撲
滅
の
聖
者
」（
青
の
意
思
カ
ー

ド
10
枚
以
上
）、「
環
境
保
護
の
闘
士
」（
緑
の

意
思
カ
ー
ド
10
枚
以
上
）、「
人
間
賛
歌
の
伝

道
師
」（
黄
の
意
思
カ
ー
ド
10
枚
以
上
）
が
課

さ
れ
て
い
る
。
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特集

た
時
に
は
17
に
な
っ
た
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
八
つ
の

目
標
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
21
で
す
か
ら
、
そ
れ

に
比
べ
て
多
す
ぎ
る
し
伝
わ
り
に
く
い
。
だ

か
ら
、
そ
の
う
ち
整
理
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

実
際
、
14
年
ぐ
ら
い
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
英
首

相
は
17
で
は
多
す
ぎ
る
の
で
整
理
し
て
も
っ

と
少
な
く
し
よ
う
と
提
案
し
た
の
で
す
が
、

「
多
国
間
交
渉
で
出
て
き
た
も
の
に
今
更
な

ん
だ
」
み
た
い
な
感
じ
で
強
く
反
発
さ
れ
て
、

そ
の
う
ち
誰
も
目
標
の
多
さ
に
つ
い
て
言
わ

な
く
な
っ
た
。
今
で
こ
そ
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
17

の
目
標
、
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
と
み
ん

な
言
っ
て
い
ま
す
が
、
最
初
は
「
と
ん
で
も
な

い
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
で
も
、
結
局
、

集
約
で
き
な
く
な
っ
た
。

―
―
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
成
立
を
、
我
々
は

ど
う
生
か
し
て
い
け
ば
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
こ
の
成
立
過
程
を
ふ
ま
え
て
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
集
約
す
る
市
民
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、

い
ろ
い
ろ
な
場
で
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
私

た
ち
が
市
民
社
会
の
人
間
だ
か
ら
言
う
の
で

は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
世
界
の
動
き
が
そ
の

大
切
さ
を
証
明
し
て
い
る
と

思
う
ん
で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
策

定
の
過
程
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
長

年
、
国
連
な
ど
の
場
で
主
張

し
て
き
た
こ
と
が
、
限
ら
れ

た
場
面
と
は
い
え
、
主
流
に

な
っ
て
き
た
過
程
だ
と
思
い

ま
す
。
環
境
、
開
発
、
人
権

な
ど
の
テ
ー
マ
で
は
、
そ
う

い
う
流
れ
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
な
っ
て
い
な
い
の
は
安

全
保
障
で
す
よ
ね
。
こ
の
問

題
は
、
国
連
の
中
で
も
総
会

で
は
な
く
て
、
大
国
が
拒
否

権
を
も
つ
安
全
保
障
理
事
会

で
牛
耳
ら
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
力
を
及
ぼ
せ
る
範
囲
は
す
ご
く
少
な
く

て
、
苦
労
し
て
い
ま
す
。
貧
困
や
人
間
の
尊

厳
の
剥は

く
だ
つ奪
と
、
現
代
の
紛
争
問
題
は
不
可
分

な
の
に
、
で
す
。

　

た
だ
、
環
境
、
人
権
、
開
発
の
世
界
で
は

主
流
の
動
き
に
な
っ
て
い
る
。
今
、
開
発
に
お

け
る
新
し
い
規
範
と
し
て
、
説
明
責
任
、
透

明
性
、
参
加
、
包
摂
の
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ず
っ
と
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
主
張
し
て
き
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
国

際
社
会
が
規
範
と
し
て
認
め
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
と
ど
ま
っ

て
い
て
、
い
ろ
ん
な
揺
り
戻
し
も
あ
り
ま
す

が
、
10
年
、
20
年
の
ス
パ
ン
で
見
る
と
、
そ
う

い
う
動
き
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

主
張
が
社
会
の
主
流
に
な
っ
て
い
く
流
れ
が
世

界
で
起
き
て
い
る
。
日
本
は
、
社
会
全
体
と
し

て
、
そ
の
こ
と
に
鈍
感
で
す
ね
。
も
っ
と
気
付

い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
ど
れ
ほ
ど
日
本
の
課
題

が
世
界
の
課
題
と
つ
な
が
っ
て
い
る
か
に
気
付

く
ツ
ー
ル
で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
疲
弊
な

ど
日
本
が
固
有
に
抱
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
る

問
題
が
、
実
は
世
界
の
問
題
と
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
に
気
付
け
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

大
き
な
資
本
が
外
か
ら
入
っ
て
き
て
、
経
済
的

に
自
立
し
て
い
な
い
地
域
は
そ
れ
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
と
こ
ろ
が
第
一
次
産
品
や
労
働

力
な
ど
の
資
源
を
提
供
し
た
地
域
は
、
持
続

可
能
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
さ
ら
に
疲ひ

へ
い弊
し
て
い

く
。
こ
れ
は
日
本
の
地
域
の
話
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
途
上
国
で
は
も
う
何
十
年
も
見
ら
れ
て

い
る
現
象
で
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
知
見

や
経
験
則
も
世
界
は
も
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

さ
ら
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
社
会
の
課
題
を
包
括

的
に
見
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
持
続
可
能

な
社
会
は
全
体
を
見
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
わ
け
で
、「
こ
こ
だ
け
や
っ
て
ま
す
」
と
い
う

こ
と
で
は
ダ
メ
。
こ
の
点
を
確
認
す
る
ツ
ー
ル

に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
お
披

露
目
の
会
の
席
で
、
新
潟
の
出
席
者
か
ら
「
東

京
で
は
こ
う
い
う
集
会
も
あ
る
け
ど
、
地
域
で

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ん
て
全
然
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

ど
う
普
及
し
て
い
っ
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な

い
」
と
話
さ
れ
る
の
で
、「
自
分
た
ち
の
生
活

の
持
続
可
能
性
に
対
す
る
危
機
感
は
地
域
の

人
の
方
が
強
い
の
で
は
な
い
で
す
か
？ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
が
使
え
る
と
理
解
さ
れ
た
ら
、
こ
れ
を
使
っ

て
何
と
か
し
よ
う
と
い
う
動
き
は
加
速
度
的

に
高
ま
る
は
ず
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。
実
際
、

身
の
回
り
の
課
題
は
地
域
の
人
の
方
が
、
ず
っ

と
気
付
く
の
が
早
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
な
る
ほ
ど
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

聞
き
手　

編
集
委
員　

早
瀬 

昇
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ウォロ２年分（12冊）を
挟み込めるバインダーです。
（ウォロ１冊５００円＋送料２５０円）
お問い合わせはウォロ編集部／volo@osakavol.orgまで

２
０
１
２
年
年
８
月
28
日
に
文
科
省
中
央

教
育
審
議
会
か
ら
出
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ

る
大
学
教
育
の
「
質
的
変
換
」
答
申
が
き
っ
か

け
と
な
り
大
学
教
育
か
ら
使
わ
れ
始
め
た
。
こ

の
中
で
、「
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
力
、

主
体
的
に
考
え
る
力
を
持
っ
た
人
材
は
、
学
生

か
ら
み
て
受
動
的
な
教
育
の
場
で
は
育
成
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
従
来
の
よ
う
な
知
識
の
伝

達
・
注
入
を
中
心
と
し
た
授
業
か
ら
、
教
員
と

学
生
が
意
思
疎
通
を
図
り
つ
つ
、
一
緒
に
な
っ
て

切
磋
琢
磨
し
、
相
互
に
刺
激
を
与
え
な
が
ら
知

的
に
成
長
す
る
場
を
創
り
、
学
生
が
主
体
的
に

問
題
を
発
見
し
解
を
見
い
だ
し
て
い
く
能
動
的

学
修
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
へ
の
転
換
が

必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
14
年
に
は
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の

学
習
指
導
要
領
の
見
直
し
に
関
す
る
諮
問
の
中

で
こ
の
言
葉
が
使
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
教

育
現
場
全
域
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
発
見
学
習
、
問
題
解
決
学

習
、
体
験
学
習
、
調
査
学
習
、
教
室
内
で
の
グ

ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
グ

ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
な
ど
の
方
法
が
挙
げ
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
学
習
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
を
養
い
、
持
て
る
知
識
を
活

用
し
な
が
ら
他
者
と
協
働
し
て
新
し
い
こ
と
を

創
造
す
る
力
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。編

集
委
員　

垂
井 

加
寿
恵

※

・

Volo6・7月号データ.indd   11 2017/07/04   9:47:22



262017.6・7ウォロ　6・7月号（No.513）

パ
ス
レ
ル
保ほ
う
や谷
は
地
域
福
祉
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
的
機
能
を
も
つ

複
合
施
設
と
し
て
２
０
０
７
年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。
西
東
京
市
（
注
１
）
の
中

心
部
、
行
政
機
関
や
市
民
ホ
ー
ル
に
近

い
交
通
至
便
な
エ
リ
ア
。
都
道
拡
張

工
事
の
た
め
移
転
し
た
生
活
ク
ラ
ブ

（
注
２
）
の
配
送
セ
ン
タ
ー
跡
地
を
活
用

し
た
。

　

生
活
に
根
ざ
し
た
情
報
発
信
や
多

世
代
交
流
が
で
き
る
場
が
ほ
し
い
。
介

護
、
子
育
て
な
ど
、
組
合
員
活
動
か
ら

生
ま
れ
た
市
民
事
業
団
体
の
拠
点
を

つ
く
り
た
い
。
そ
ん
な
市
民
の
思
い
と

生
活
ク
ラ
ブ
の
構
想
が
結
び
つ
き
、
西

東
京
・
生
活
ク
ラ
ブ
運
動
グ
ル
ー
プ
地

域
協
議
会
が
主
体
と
な
り
、
４
年
か
け

て
構
想
を
練
り
上
げ
、
建
設
に
こ
ぎ
つ

け
た
。
建
物
は
施
設
内
の
分
譲
住
宅

を
購
入
し
た
一
般
の
所
有
者
と
生
活

ク
ラ
ブ
の
共
同
所
有
と
し
、
管
理
や
運

営
を
担
う
団
体
と
し
て
、
組
合
員
の
ア

ク
テ
ィ
ブ
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ

ラ
ス･

ド･

西
東
京
が
設
立
さ
れ
た
。

１
階
に
は
デ
ポ
ー
と
呼
ば
れ
る
生
活
ク

ラ
ブ
の
店
、
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
の
パ
ス
レ
ル
カ
フ
ェ
、
生
活
ク
ラ
ブ
の

保
育
園
ぽ
む
。
２
階
に
は
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
訪
問
介
護
、
居
宅
介
護
、
移
動

サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
各
事
業
所
、
レ
ン
タ

ル
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
務
所

と
シ
ェ
ア
ド
オ
フ
ィ
ス
。
そ
し
て
３・４

階
に
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
型
の
分
譲

･

賃
貸
住
宅
が
全
10
戸
並
ぶ
。
カ
フ
ェ

の
運
営
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
が
担
い
、
デ

ポ
ー
の
安
心
・
安
全
な
食
材
を
用
い
た

日
替
わ
り
ラ
ン
チ
を
提
供
す
る
。「
コ

ン
セ
プ
ト
は
人
と
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ
架

け
橋
、
そ
し
て
交
流
の
で
き
る
広
場
で

す
ね
」と
理
事
長
の
柳
瀬
麻
知
子
さ
ん

（
写
真
）
は
話
す
。

　

設
立
10
周
年
を
迎
え
た
17
年
春
に

は
、
プ
ラ
チ
ナ
世
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
健
康
カ

フ
ェ
、
夜
の
歌
声
カ
フ
ェ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
名
画
座
や

歌
声
喫
茶
、
各
種
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、

カ
フ
ェ
や
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
に
は
複
数
の
団
体
の

共
催
企
画
も
多
く
、「
架
け
橋
（
フ
ラ

ン
ス
語
で
パ
ス
レ
ル
）
と
広
場
（
フ
ラ
ン

ス
語
で
プ
ラ
ス
）」
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
実

践
さ
れ
て
い
る
。編

集
委
員　

村
岡 

正
司

「
パ
ス
レ
ル
保ほ

う

や谷
」

パスレル保谷
（連絡先 ＮＰＯ法人プラス・ド・西東京）
西東京市泉町3-12-25
電話／042-439-6353
休日／水曜日
受付時間／9:30～17:00 
　　　　　土日は10:00～17:00

ア ゴ ラ

第50回

本 書のタイトルにもある

〈あそび〉には、二つの

意味がある。

　一つは「遊び」。大縄跳びや

かくれんぼ、ゲームといった〝メ

ニュー〟ではなく、自分で「やり

たい！」と感じ動き出すこと。誰

かにやらされるのでなく、後先

を考えず何かに集中する、〝ア

クティブ〟な心のありようを「遊

び」と著者は考える。もう一つ

の「あそび」は、間合い、ゆる

み、ひまといった、一見無駄に

見えるがそれがなければ全体を

うまく動かすことができないも

ののこと。遊びが生まれやすい

のは、空間（すきま）、時間（ひ

ま）、仲間（よい間柄）といった

「ゆとり」があるときではない

だろうか。

　しかしながら今、子どもも大

人も〈あそび〉ができにくくなっ

ている。先ほど述べた、遊ぶた

めの空間や時間、仲間がいな

い。いざ遊んでも、「何かあった

ら困る」と禁止されたり、自粛し

たりしてしまう。本書は、こうした

〈あそび〉が消えている現状を

ふまえ、著者自身の実践「おと

うさんのヤキイモタイム」や全

国のさまざまな〝あそびの生ま

れる場所〟をレポートしている。

　たとえば「おとうさんのらくが

きタイム」。２５０メートルある商

店街の道路をキャンバスにし、

思い切り絵を描く。マス目を書

あそびの生まれる場所　
「お客様」時代の公共マネジメ
ント

西川正／著、ころから、2017年3月、
1800円＋税

いて、巨大オセロや巨大将棋が

始まる。その場に居合わせた人

と一緒に、ゴム飛びやベーゴマ

をする。遊びやハプニングを通

じて、会話や交流が生まれる。

楽しそうではないだろうか？ そ

のほか15の事例も、読んでい

ると「わたしもやってみたい、こ

こに行ってみたい」という気持

ちが芽生える。

　特別な何かがなくても、何か

してみたいと思う〈あそび〉の

空間は可能である。そして〈あ

そび〉の空間が、部分的であっ

ても確実に地域や社会を変え

る。読むとワクワクしてくる一冊

である。

編集委員　山野 瞳

（
注
１
）２
０
０
１
年
、田
無
市
と
保
谷
市
が
合
併
し
て
発
足
。

（
注
２
）生
活
ク
ラ
ブ
生
協
。１
９
６
５
年
、世
田
谷
区
で
の
牛
乳
の
共
同
購
入
に
端
を
発
し
、今
や
東
京
単
協
だ
け
で
も
７
万
５
０
０
０
人
の

　
　
　

会
員
数
を
も
つ
。
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シ ネ マ

～市民視点のドキュメンタリー映画を紹介する

第42回

今
月
の
作
品
「
ま
な
ぶ 

通
信
制
中
学 

　
　
　
　
　
60
年
の
空
白
を
越
え
て
」

東田シネマ（福岡県北九州市） 
2017年7月28日～30日
その他上映予定 
http://www.film-manabu.com/

2016年／92分／日本／ドキュメンタリー
撮影・監督・語り：太田直子
プロデューサー：田野稔
題字：宮城正吉
製作著作・配給：グループ現代
助成：文化庁文化芸術振興費補助金

父の故郷ベルギーで学生

生活を送った著者の森

本アリが、隣接するオランダの

音楽研修施設「STEIM」（注）

を訪れたときのこと。誰もが寝

泊まりでき、一緒に料理を作っ

て食べ、創作活動や演奏も行

える場があることに感銘した。

築100年近くになろうとしなが

ら、荒れ果て取り壊しの危機に

もさらされていた神戸塩屋の旧

グッゲンハイム邸（グ邸）に初め

て足を踏み入れたとき、例えば

アーティストを支える施設にも

活用できると思ったのはそんな

経験からだった。

　神戸在住の外国人別荘地とし

て明治期に拓
ひら

かれ、高台からは

明石海峡を望めるまち。神戸の

中心地である三宮や元町からは

電車で15分。大阪からも45分

ほどの位置にありながら、車も

入れない細い坂道が入り組み、

環境的には〝田舎〟の風情さえ

感じられる。昔、塩屋小学校では

地域の医者と父母たちが共に給

食の献立を考え、調理していた

という。ボランティアやコミュニ

ティという言葉もない時代、こん

な交流が大切にされてきた伝統

は大切に引き継がなくては――

   2007年、家族で買い取ったグ

邸の管理人を任されたアリは、

まず裏のアパートをシェアハウ

スとしてセルフビルド。シンプル

な暮らしを楽しめる若者たちに

旧グッゲンハイム邸物語 
～未来に生きる建築と、小さな
町の豊かな暮らし～

森本アリ／著、ぴあ、2017年3月、
1500円＋税

（注）STudio for Electro Instrumental Music。アムステルダムにある、電子音楽・電子楽器にかかわる自主運営の
　　 世界的な研究施設のひとつ。

入居してもらい、彼らとともに主

催・共催イベント「塩屋音楽会」

を企画、さらに塩屋のまちを舞

台に住民を巻き込んだ「しおさ

い」「シオヤ・プロジェクト」など

を始動させていく。

　阪神間に住む筆者は子どもの

ころ、塩屋のさらに西、播磨灘の

海岸まで何度か潮干狩りにいっ

たことがある。当時の山陽電車

塩屋駅は駅舎もホームも小さい

ひなびた通過駅だった。それか

ら数十年、今や神戸を特集した

ムック本や観光ガイドに塩屋が

載らないことはない。グ邸を媒

介にした塩屋物語は、小さなま

ちの大きな物語でもある。

編集委員　村岡 正司

ライブラリー

第20回

戦
中
戦
後
の
混
乱
の
中
で
、
義
務

教
育
で
あ
る
中
学
校
に
通
え
な

か
っ
た
人
た
ち
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た

の
が「
通
信
制
中
学
」だ
。現
在
は
全
国

に
た
っ
た
２
校
し
か
な
い
と
い
う
。
そ
の

一
つ
、東
京
の
千
代
田
区
立
神
田
一ひ

と
つ
ば
し橋

中
学
校
が
こ
の
映
画
の
舞
台
だ
。
生
徒

の
平
均
年
齢
は
73
歳
。
毎
月
２
回
、
昼

間
の
学
校
が
休
み
の
日
に
登
校
す
る
。

普
段
は
レ
ポ
ー
ト
作
成
の
家
庭
学
習
が

中
心
だ
か
ら
、登
校
し
た
日
は
丸
一
日

か
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
教
科
を
学
ぶ
。
頭

も
身
体
も
フ
ル
回
転
で
取
り
組
む
高
齢

の
生
徒
た
ち
。ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
会
え
る

授
業
の
日
は
青
春
時
代
に
戻
っ
た
よ
う

で
、見
て
い
て
微ほ
ほ
え笑
ま
し
い
ほ
ど
だ
。
し

か
し
、
現
在
の
穏
や
か
な
表
情
の
陰
に

あ
る
生
い
立
ち
が
語
ら
れ
る
と
、
映
画

の
空
気
が
変
わ
っ
た
。

　

一
口
に
戦
後
の
混
乱
、と
言
っ
て
も

様
々
だ
。
貧
し
く
小
学
校
さ
え
行
け

ず
、人
生
で
初
め
て
学
校
へ
通
っ
た
の
が

こ
の
中
学
校
だ
と
話
す
60
代
の
女
性
。

60
代
と
い
え
ば
ま
だ
若
い
。
な
の
に
こ
ん

な
現
実
が
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
。
小
学

校
卒
業
前
に
奉
公
に
出
さ
れ
、奉
公
先

か
ら
学
校
に
通
わ
せ
て
く
れ
る
と
い
う

約
束
を
裏
切
ら
れ
た
男
性
は
、
以
後
、

無
学
ゆ
え
に
仕
事
の
資
格
も
取
る
こ
と

が
で
き
ず
、
自
暴
自
棄
に
な
っ
た
。「
足

元
に
根
っ
こ
が
無
か
っ
た
」と
言
う
。
そ

れ
ぞ
れ
の
人
生
が
、静
か
に
こ
ち
ら
に
染

み
わ
た
っ
て
く
る
。
現
役
時
代
製
本
会

社
に
勤
め
て
い
た
と
い
う
男
性
の
シ
ー
ン

で
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
た
。
彼
は
、
自
分
の

作
成
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
製
本
し
て
い
た

の
だ
。
そ
の
丁
寧
な
扱
い
と
嬉
し
そ
う

に
本
を
見
せ
る
様
子
に
、高
齢
に
な
っ
て

学
び
続
け
る
彼
ら
の
心
の
内
が
見
え
た

気
が
し
た
。
勉
強
し
て
き
た
一
枚
一
枚

は
、自
信
に
な
っ
て
い
く
の
か
。
誇
り
や
、

自
分
を
取
り
戻
す
こ
と
に
な
る
の
か
。

　
「
学
ぶ
こ
と
は
楽
し
い
。
知
ら
な
い
こ

と
だ
ら
け
で
す
も
ん
。
知
ら
な
い
と
い

う
こ
と
を
、知
ら
な
か
っ
た
」と
言
う
女

性
。
読
み
書
き
が
で
き
な
い
こ
と
で
、自

分
が
持
っ
て
い
る
「
権
利
」
さ
え
知
ら

な
か
っ
た
人
た
ち
が
い
る
。「
戦
争
」「
貧

困
」が
個
人
に
も
た
ら
し
た
力
を
見
せ
つ

け
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
学
ぶ
」っ
て
何
だ

ろ
う
と
改
め
て
考
え
た
。

　

近
年
学
校
現
場
で
「
貧
困
」と
い
う

言
葉
を
度
々
聞
く
。
戦
後
豊
か
に
な
っ

た
は
ず
の
日
本
で
、
今
ま
た
聞
く
よ
う

に
な
っ
た
。
高
齢
の
生
徒
た
ち
の
人
生

と
重
な
り
気
に
な
っ
た
。

1960年沖縄県生まれ。柴田昌平監督作品のプロデュー
ス、配給を行う。長編記録映画『ひめゆり』（2007）は6
月の「沖縄慰霊の日」にちなみ東京のポレポレ東中野で
毎年 6月に上映を続けている。8/5～大分・別府ブルー
バードでも上映予定。『森聞き』『千年の一滴』を含め自
主上映を募集中。問合せ：プロダクション・エイシア（電
話／ 042-497-6975）

●今月の館主

大
おおがね く

兼久 由
よ し み

美 イラスト：杉浦 健
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